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プログラムの目的及び内容

本プログラムの目的は、「学生生活の全てが就職に

繋がる」をモットーに、短期大学部保育科の学生が

２年間の充実した学生生活を送り、その総合的な学

習成果＝学士力を就職活動へ発展させることを支援

するものである。本プログラムによって、学生は自

信を持って納得のいく就職活動を行うことを可能に

するが、併せて、大学が保育現場に質の高い保育者

を輩出することを目指している。

上記の目的を達成するための内容として、第１に

学生による「キャリアデザインノート」への記入が

ある。第２に、「キャリア形成４領域プログラム」に

よる 19 回の講座である。どちらも“Career Design 

Note”という１冊のノートを使用する。

到達目標

第１に、学生が学生生活の成果をキャリアデザイン

ノートに記入することにより、「成長する自分」を確認し、

明確なキャリアデザインを描いて就職活動に臨むことで

ある。第２に、キャリア形成４領域プログラムにより、

学生は就職に必要なコミュニケーション能力や常識力を

身に付け、「仕事と人生」について真摯に考え、十分な準

備の基に自信を持って就職活動を行うことである。

上記の到達目標の達成度についての指標として、第１

に「最終学年在籍の学生の就職率」を 90％以上に上昇さ

せる。第２に、保育科学生が就職活動を開始する 10 月か

ら翌年の３月までの月ごとの就職内定状況を過去のデー

タと比較し、早期の就職内定を上昇させることで、自信

を持って就職活動をしていることの指標とする。

プログラムの実施内容

第１に、「キャリアデザインノート」の作成とノー

トに基づく学生支援である。キャリアデザインノー

トには授業、実習、学校行事、クラブ活動、ボランティ

ア等の成果を記入するページがある。学生は折に触

れてノートに記入し、その内容を教員に報告したり、

教員と個別に話し合うことで、自らの成長を確認し、

自らのキャリアデザインを描く。

第２に、「キャリア形成４領域プログラム」の講座

内容の作成と、プログラムの実施である。講座は１

回 90 分で、第１領域［キャリアデザイン（３回）］、

第２領域［コミュニケーションスキルの形成、常識

の習得（８回）］、第３領域［保育者による「仕事の

人生」の講義（３回）］、第４領域［就職ガイダンス（５

回）］から構成されている。講座は１年次前期から２

年次まで継続し、１年次の講座は主に前期の「基礎

ゼミⅠ」、後期の「基礎ゼミⅡ」の内容に組み入れら

れる。プログラムを通じて、学生は就職活動の準備

ができる。

学長のリーダーシップの下に、保育科専任教員と

キャリア支援室職員が連携し、さらに学生課、教務

課の協力を得てプログラムを実施する。

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

本プログラムが保育科の就職支援として定着し、

他学部、学科のモデルになることを目指して実施し

た。従って以下のように学生、教員、職員等、学内

への周知徹底に努めた。

（１）学生への周知

「キャリア形成４領域プログラム（以後、「４領域

プログラム」と記す）」の最初の時間に、担当教員が

学生に“Career Design Note”を配布し、「４領域プ

ログラム」の目的・内容等を詳細に説明した。また、

「キャリアデザインノート」の活用方法についても具

体的に説明して学生への周知を図った。

（２）教員、職員への周知

保育科教員に対しては、科別会（毎月、保育科内

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2010(平成22)年度
学生支援推進プログラム
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学校法人 東京聖徳学園

学生生活を就職活動へ発展させるための総合的支援
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で行う会議）で“Career Design Note”を配布し、

プログラムの目的・内容等を詳細に説明した。さらに、

毎月の科別会で「４領域プログラム」の実施方法に

ついての教員用マニュアルを配布し、保育科全教員

に指導方法の周知を図った。保育科以外の教員に対

しては、教員会（原則として毎月、全教員が集まっ

て開催）で本プログラムの説明をした。教員会には

各課の管理職員が出席している。従って管理職員を

通じて他の職員にも周知した。

本プログラムの実施状況については就職委員会（年

間５回程度開催）で報告をした。本学では、前期・

後期それぞれ約１ヶ月間にわたり公開授業を実施し

ており、本プログラムも同様に全教員に公開された。

２．当該プログラムの成果

①自己評価は、どのような観点で行ったか。

本プログラムの到達目標は、第１に学生が「成長

する自分」を確認し、明確なキャリアデザインを描

いて就職活動に臨むことであり、第２に十分な準備

の基に自信を持って就職活動を行うことである。従っ

て就職内定状況など数値的な評価だけでなく、学生

の心情・意欲・態度といった内面的な部分の評価も

必要である。また、本プログラムでは、プログラム

を担当する保育科教員の意思も評価する必要がある。

そこで以下のような４つの観点に基づいて自己評価

を行った。

（１）学生のプログラムへの評価・・・学生は

「キャリアデザインノート」及び「４領域プログラ

ム」を必要と感じているか

「キャリアデザインノート」及び「４領域プログ

ラム」の主なテーマの有用性についてのアンケート

を学生に行った。アンケートの結果は別紙資料に掲

載。

（２）教員のプログラムへの評価・・・教員はプロ

グラムを実践してどのような感想を持ち、評価して

いるか

16 名の保育科専任教員がプログラムを担当した。

従って担当教員に、「キャリアデザインノート」及び

「４領域プログラム」に関するアンケート（自由記述）

を行った。アンケートの結果は別紙資料に掲載。

（ ３ ） 「 キ ャ リ ア デ ザ イ ン ノ ー ト 」 の 記 入 内

容・・・学生は「キャリアデザインノート」に記入

することで「成長する自分」を確認しているか

本プログラムでは、学生が折に触れて学生生活の

様々な経験を「キャリアデザインノート」に記入し、

「成長する自分」を確認することになっている。従っ

て、学生の「キャリアデザインノート」の記入内容

を分析した。分析結果については別紙資料に掲載。

（４）第三者は本プログラムをどのようにとらえて

いるか

本プログラムに対する第三者の意見を求めるため

に、全国保育士養成協議会第 49 回研究会（2010( 平

成 22) 年９月 17 日）で、「短期大学の保育者志望の

学生に相応しいキャリア教育とは・・・自信を持っ

て就職活動をするための総合的支援」というテーマ

でポスター発表を行った。１時間のポスター発表時

間に６名の短期大学及び専門学校の先生方に個別に

説明し、活発に意見交換をすることができ、本プロ

グラムの有用性について確認することができた。

②到達目標に達したか。

本プログラムの達成目標を数値として明確に示す

ものとして、保育科学生の就職内定状況を挙げるこ

とができる。プログラムの対象である 2010( 平成 22)

年度２年生と前年度卒業生（2009( 平成 21) 年度２年

生）との就職内定状況を、就職シーズンの始まる 10

月から翌年の３月までの月別に比較したものが次の

表である。

（１）98.4％の就職率を達成

本プログラムの到達目標である就職率 90％以上

を達成することができた。なお、2009( 平成 21) 年

度２年生 208 名中、「就職未定・しない」という学

生が 10 名であるのに対し、2010( 平成 22) 年度２年

生 203 名中５名であり、未就職者も半減している。

（２）早期の就職内定者の増加

本プログラムの目的は、保育科学生が「充実した

学生生活を送り、就職の準備を整え、自信を持って

就職活動に臨む」ことにある。それを具体的に示す

ものは、「就職内定情況」の過程である。就職活動

が始まる 10 月から翌年の２月にいたるまで、本プ

ログラムの対象である 2010( 平成 22) 年度２年生は

2009( 平成 21) 年度２年生に比べて、常に内定情況

が優位である。特に就職シーズンのピークを向かえ

る１月末の時点では 18.2 ポイントの差をつけてい

る。2010( 平成 22) 年度２年生は、自信を持って意

欲的に就職活動に臨んだと言える。

（３）公立保育士採用試験合格者の増加

公立保育士採用試験や公立幼稚園教諭採用試験に
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合格するためには、主体的、計画的、意欲的な学習

が求められる。本プログラムの対象である 2010( 平

成 22) 年度２年生は公立保育士採用試験に 15 名が

合格し、前年度の２年生と比較して３倍増という結

果である。さらに、最難関とされる公立幼稚園教諭

採用試験に１名合格している。

③具体的な成果は何か。

（１）学生が「成長する自分」を確認し、人前で語

ることができるようになった

「４領域プログラム」の「コミュニケーションス

キルの形成、常識の習得」の中に「自己 PR」がある。

これは、前期・後期最後の講座で、担当教員の前で、

学生がこれまでの学生生活の成果を報告するもので

ある。学生は、「キャリアデザインノート」に記入

した内容を基に成果を報告するが、学生生活の事実

に基づいて自分を語ることになる。担当教員が学生

の語りに共感したり、補足したりすることにより、

学生はさらに「成長する自分」を確認することがで

きる。なお、２年生の７月にはキャリア支援室職員

との個人面談があるが、その際にも「キャリアデザ

インノート」を持参して「成長した自分」を語る。

このような経験が就職試験での面接にも効果が表れ

たと思われる。

（２）主体的に、自信を持って就職活動ができるよ

うになった

保育科２年生は 10 月中旬から下旬に２週間の幼

稚園実習があり、11 月初旬には聖徳祭（大学祭）

がある。そのために、例年は 10 月から始まる就職

活動に対して消極的になりがちであった。就職活動

が遅れがちになり、十分な準備ができないまま、担

任やキャリア支援室職員から指示されて就職活動を

始めるというのがこれまでの傾向であった。しかし

ながら、本プログラムを経験した学生は、十分な準

備の基に、就職シーズンのスタートから就職活動に

主体的・積極的に取り組み、１月末における就職内

定率は前年度よりも 18.2 ポイントも高い結果を得

ることができた。

（３）保育科教員とキャリア支援室職員の連携に基

づく就職支援体制が確立した

本プログラムのうち、「４領域プログラム」は主

に 1 年次の「基礎ゼミ」の授業時に保育科専任教員

が担当する。「４領域プログラム」により、学生は

就職活動の準備をする。さらに、「４領域プログラ

ム」の成果に基づき、キャリア支援室職員が就職ガ

イダンスを行う。就職ガイダンスの際は、保育科教

員も同席する。また、「キャリアデザインノート」

への記入に基づいて学生は１年次に２回、教員の前

で学生生活の成果を報告する。そして２年次には、

キャリア支援室職員の前で同様に報告する。10 月

初旬には、保育科教員とキャリア支援室職員の協働

による「就職活動出陣式（本プログラムの総括とし

て 2010( 平成 22) 年度より実施）」があり、本格的に

就職活動が始まる。

以上のように、学生の就職支援活動を保育科教員

とキャリア支援室職員が協力・連携し合う体制が本

プログラムを通じて確立した。

（４）“Career Design Note”と“Yes,”で学生の

就職支援を充実させることができた

キャリア支援室では、毎年７月に保育科２年生に

就職活動のガイドブック“Yes,”を配布している。

学生は“Yes,”を参考にして就職活動を行う。とこ

ろが、多くの学生はこれまでは十分に準備ができな

いまま、不安な気持ちで就職活動を行ってきた。し

かしながら、本プログラムの対象の学生は“Career 

Design Note”の「キャリアデザインノート」に記

入することで「成長する自分」を確認し、「４領域

プログラム」により就職活動の準備を整えることが

できたと言える。その結果、“Yes,”を基に充実し

た就職活動ができるようになった。すなわち“Career 

Design Note”は「就職の準備」として、“Yes,”は「就

職活動のガイドブック」として、学生の就職支援の

両輪として重要な役割を果たしている。

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

第１に、様々な場面で教員が一人ひとりの学生の

成果を積極的に評価するように努めることである。

本プログラムでは、学生が「キャリアデザインノー

ト」により「成長する自分」を確認するが、教員が

学生の成長を共感したり、学生が気付いていない「優

れた部分」を指摘するなど、教員のサポートがさら

に効果を上げる。この成果を授業や実習など、様々

な場面で活用していく予定である。

ちなみに、2012( 平成 24) 年度から始まる保育所

実習では、実習終了後に、実習の評価票を学生に開

示し、実習担当教員が学生と評価票を基に話し合い
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を行い、学生の優れている部分を積極的に評価する

計画を立てている。

第２に、保育科教員による就職支援をさらに充実

させ、キャリア支援室職員による就職支援に繋げて

行くことである。例えば、2011( 平成 23) 年度の「基

礎ゼミⅡ」では、「履歴書を書く」というテーマを

取り上げた。これは単に「履歴書の書き方」を指導

するのではなく、履歴書を書くことにより「今の自

分」を見つめ、これからの学生生活を有意義に送る

ことが狙いである。そのことが２年生になり、就職

活動をする際に、自分をきちんと PR できる「履歴

書」を書くことができるようになるからである。

２．今後の計画

「学生生活」を客観的に自己評価するための「自

己チェックリスト」の作成と試行

本プログラムの取組期間は 2009( 平成 21) 年度～

2010( 平成 22) 年度であるが、平成 23 年度も PDCA

サイクルに基づき、改善されたプログラムで継続し

て実施した。

学生の就職支援をさらに充実させるために、平成

24 年度は学生が自らの「学生生活」を客観的に自

己評価するための「自己チェックリスト」を作成す

る。学生は学生生活での様々な経験（学び）を「キャ

リアデザインノート」に記入し、「成長する自分」

を確認し自己評価をする。しかしながら、自己評価

が主観的な評価に流れる傾向もある。そこで、就職

シーズンを迎える際には、もう一度、自らの「学生

生活」を総点検するための評価が必要である。それ

によって、学生は「成長する自分」を再確認し、不

足している部分を補うことができる。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

保育者志望の学生にも企業志望の学生にも、キャ

リア支援室職員が個別に対応しながら、就職支援を

継続している。必要に応じて担任の支援も受ける。

内定のピークを過ぎても求人はあるので、学生が最

後まで就職活動への意欲を失わないように支援をし

ている。学生が特に就職試験で苦手なもの（例えば

面接、作文等）があれば、丁寧に指導をしている。

２．未内定のまま卒業した者への支援策

未内定のまま卒業する学生については、キャリア

支援室職員が学生に４月以降も就職活動を継続する

かどうか確認している。学生が就職活動を継続する

ことを確認したら、キャリア支援室職員は学生と密

接に連絡を取り合って就職支援を継続している。実

際に、４月以降に保育所・幼稚園や企業から「既卒

者の求人票」がキャリア支援室に届けられており、

就職が決まった学生もいる。

資 料

本プログラムの目的は、学生が２年間の充実し

た学生生活を送り、その総合的な学習成果を就職活

動へ発展させることを支援するものである。目的が

どのように、どれだけ達成されたかを評価するため

には、多面的な観点からの評価が必要である。そこで、

本プログラムについては、以下の３つの観点から評

価を行った。

１．学生のプログラムへの評価・・・学生は「４

領域プログラム」を必要と感じているか

２．教員のプログラムへの評価・・・教員はプロ

グラムを実践してどのような感想を持ち、評価して

いるか

３．「キャリアデザインノート」の記入内容・・・

学生は「キャリアデザインノート」に記入すること

で「成長する自分」を確認しているか

１．学生のプログラムへの評価

後期「基礎ゼミⅡ」授業終了後に、学生に「キャ

リア形成４領域プログラム」及び「キャリアデザイ

ンノート」についてのアンケートを実施した。（※前

期の「基礎ゼミⅠ」では、まだキャリアデザインノー

トを作成していないため、「基礎ゼミⅠ」に関しての

アンケートは実施していない。）

アンケート項目は主に「有用性」に関するもので、

「キャリア形成４領域プログラム」や「キャリアデザ

インノート」が学生にとって「役に立ったか」を尋

ねている。アンケート項目は以下のとおりである。
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「キャリア形成４領域プログラム」及び「キャリアデ

ザイン・ノート」についてのアンケートのお願い

（１）次の質問に対して、「非常にそう思う」場合

には５、「ある程度そう思う」場合は４、「どちら

とも言えない」場合は３、「あまりそう思わない」

場合は２、「そう思わない」場合は１を丸で囲んで

ください。

１.「原稿用紙の書き方」は役に立った。（第２領

域）

２.「敬語の使い方」は役に立った。（第２領域）

３.担当の先生の前で、「１年間を振り返って」のス

ピーチをして、自分を語る自信がついた。（第

２領域）

４.「電話のかけ方」は役に立った。（第２領域）

５.「実習体験を語る」のスピーチをして、自分を語

る自信がついた。（第２領域）

６.「手紙の書き方」は役に立った。（第２領域）

７.キャリアデザインノートに記入することで、自分

を振り返ることができた。（キャリアデザイン

ノートへの評価）

８.キャリアデザインノートは２年生になってからも

役に立つと思う。（キャリアデザインノートへ

の評価）

９.キャリア支援室の「就職ガイダンス」は役に立っ

た。（第４領域）

10.（公立幼稚園の先生の講義を聴いた人のみ答えて

ください）

講義を聴いて良かった。（第３領域）

（２）「基礎ゼミⅡ（キャリア形成４領域プログラ

ム）」の感想を書いてください。（どのようなこと

でも、結構です）（第１～４領域）

（３）「キャリアデザインノート」の感想を書い

てください。（どのようなことでも、結構です）

（キャリアデザインノートへの評価）

（１）について

学生の回答は以下の通りである。なお、評価５「非

常にそう思う」と評価４「ある程度そう思う」を合

わせた人数及び比率（％）を各項目の成果とする。

Ｑ１．「『原稿用紙の書き方』は役に立った。」（228

名）

Ｑ２．「『敬語の使い方』は役に立った。」（225 名）

Ｑ３．「担当の先生の前で『１年間を振り返って』

のスピーチをして、自分を語る自信が付いた」（222

名）

Ｑ４．「『電話のかけ方』は役に立った」（227 名）

Ｑ５．「『実習体験を語る』のスピーチをして、自

分を語る自信が付いた」（235 名）

Ｑ６．「『手紙の書き方』は役に立った」（228 名）

Ｑ７．「キャリアデザインノートに記入すること

で、自分を振り返ることができた」（227 名）

Ｑ８．「キャリアデザインノートは２年生になっ

てからも役に立つと思う」（226 名）

Ｑ９．「キャリア支援室の『就職ガイダンス』は

役に立った」（218 名）

Ｑ 10．「（公立幼稚園の先生の講義を聴いた学生

を対象として）講義を聴いて良かった。」（61 名）

■2009年度１年生と2010年度1年生との比較

本取組の対象は、2009 年４月に入学した保育科

生（2009 年度１年生とする）である。2009 年度１

年生が初めてキャリアデザインノートを後期より使
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事例 18 聖徳大学短期大学部

用して「４領域プログラム」を受講したことになる。

そして、2010 年４月に入学した保育科生（2010 年

度１年生とする）はキャリアデザインノートを前期

より使用している。そこで、「『キャリア４領域プロ

グラム』及びキャリアデザインノートについてのア

ンケート」を 2010 年度１年生にも実施し、2009 年

度１年生との比較をした。その結果を以下に示す。

以上より、明らかなことは、Ｑ１～９までのアン

ケート項目については、2010 年度 1 年生の方が満足

度が高いということである。Ｑ 10 については 2009

年度 1 年生が 1.5 ポイントのみ高いが、同程度の満

足度と言える。

2010 年度１年生は前期の「４領域プログラム」か

ら「キャリアデザインノート」を使用していること、

2010 年度「４領域プログラム」の指導方法・内容等

を改善したこと、指導する教員も去年度の経験から

指導に習熟した点が主な要因であると思われる。

（２）「『基礎ゼミⅡ（キャリア形成４領域プログ

ラム）』の感想を書いてください。」

「４領域プログラム」の感想について、肯定的な

感想と否定的な感想に分けて以下に示す。集計はし

ていないが、肯定的な感想が極めて多かった。少数

の否定的な感想については、「４領域プログラム」の

内容・指導方法の改善で解決できる。

（３）「『キャリアデザインノート』の感想を書い

てください。」

「キャリアデザインノート」について、肯定的な

感想と否定的な感想に分けて以下に示す。集計はし

ていないが、肯定的な感想が極めて多かった。少数

の否定的な感想については、「キャリアデザインノー

ト」の内容の改訂やその有用性等について学生にき

ちん伝えていくことで解決できる。

２ 教員のプログラムへの評価

「４領域プログラム」を担当するのは、保育科

専任教員である。「基礎ゼミⅡ（2009 年度後期）」「基

礎ゼミⅠ（2010 年度前期）」終了後、担当教員に以

下の項目でアンケートを実施した。全て自由記述で

回答するものである。

「基礎ゼミⅠ・Ⅱ（４領域プログラム）」アンケート

●「基礎ゼミⅠ・Ⅱ（４領域プログラム）」を終え

ての感想・反省等を書いて下さい。

●「基礎ゼミⅠ・Ⅱ（４領域プログラム）」の評価

についての感想・改良点等を書いて下さい。

●「キャリアデザインノート」について、ご意見を

書いて下さい。

●その他、何かお気づきの点がございましたら、書

いて下さい。

主に「基礎ゼミ」についてのアンケートであるため、

担当教員自身の指導の反省点や「基礎ゼミ」の内容

の改善点等も多く書かれていた。ここでは、本取組

と直接に関連する意見・感想を以下に示す。

アンケートの回答から明らかなように、担当教員

は、「４領域プログラム」及び「キャリアデザインノー

ト」の成果を確認できたと言える。

■教員の意見・感想
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・当初は学生たちの能力に疑問を感じ、どうなる

のかと不安を覚えましたが、15 回を終了し、大

学生活全般を通して、学生たちの成長を感じる

事ができました。

・新聞を扱ったゼミで、読んだ記事を要約し、自

分で考え、考えたことを発表できるようになっ

たことで、学生の成長を感じることができまし

た。

・学習した内容を振り返ったり、学生同士で話題

を共有したりできるので大変有用です。

・保育者としての自覚が出てきたと思うが、学生

の目的意識の違い（ただ資格を取得することを

目指す学生と専門性豊かな保育者を目指す学

生）が理解力に正比例していると思われます。

・「就職が近い」と学生に意識させる効果があっ

たと思います。

・基礎ゼミⅡはさらに実習・就職に向けての具体

的内容になり、指導の手応えが感じられた。

・就職ガイダンスの後、学生は就職を強く意識す

るようになり、積極性が増しました。

・第 12 回「自己 PR をする」は大変効果がありま

した。殆どの学生が与えられた時間の中で、自

分の言葉で説明できるようになっており、感心

しました。

・現代の学生の常識力を考えると、重要な科目で

す。

・基礎ゼミは、様々な内容がバランスよく盛り込

まれていると感じます。

・ある段階で「保育とは」「いのちとは」など、

就職試験で問われる内容のものを少し入れてく

ださると良いと思います。

・キャリアデザイン・ノートに記入することによ

り、「保育者になる（ためには）」という意識付

けがされたと思います。

・卒業生２名（それぞれ違う学年）から、「基礎

ゼミ」のノートが社会人になった今、役に立っ

ているとの報告がありました。彼女たちの時代

にはキャリアノートはなかったですが、今のよ

うに保存版キャリアノートは有用と思います。

・全体としては、学生自身が学習を進めて行くこ

とができる内容が含まれており、取り組みやす

い教材だと思います。

・習得する内容について要点がまとめられてお

り、学生が記述するスペースも分かりやすく

なっているので使いやすい。

・目的は分かるのだが、あまりに自由度がなさす

ぎて使いづらかった。

３．「キャリアデザインノート」の記入内容

「１ 学生の評価」のアンケート項目「７．キャ

リアデザインノートに記入することで、自分を振り

返ることができた。」については、53.7％の学生が「自

分を振り返る」ことができ、34.4％の学生は「どち

らとも言えない」、11.9％の学生は否定的な回答をし

ている。キャリアデザインノートによる「振り返り」

の効果は 50％程度ということになる。

しかしながら、学生のキャリアデザインノートの

記入内容を読むと、ノートの必要性・重要性を確認

することができる。

保育科１年生は「キャリアデザインノート」の 15

項目のうち、「①１年前期を振り返って」「②１年後

期を振り返って」「④クラス委員、学友会役員、その

他の係になって」「⑤クラブ活動を経験して」「⑥附

属幼稚園実習を終えて」「⑬ボランティアを経験し

て」「⑭アルバイトを経験して」の７項目について記

入している。①②④⑥⑬の記入例を以下に紹介した

い。以下の記入例は、決して模範的な内容ではないし、

文章表現の稚拙さも否めないが、学生が自分の意見

を卒直に語っており、自分をきちんと見つめている

と言える。

①「１年前期を振り返って・・・高校時代までと

大学時代との勉強の違い、今一番興味のある分野な

ど具体的に記入してください。」

大学に入学し、高校時代までとの勉強の違いはや

はり、いかに専門分野に深く取り組んでいるという

ことだ。高校時代では、国語や数学など、一般的な

分野を勉強してきた。しかし、大学に入り、保育の

道に進む中で、専門的な分野を学ぶ面が大半になり、

将来の夢に向けて自ら勉強する、ということが増え

た。それが高校時代までとの違いである。今一番興

味のある分野は、保育原理である。幼児と関わる上で、

幼児にどう接したらよいのか、理想の保育者の条件

など、今自分が知りたいことを学び、勉強していき

たいと思うからだ。そしてそれらを勉強し、これか

ら実習等、幼児と接する様々な面で役立てていこう

と思う。
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事例 18 聖徳大学短期大学部

では班長になり、みんなをまとめることの難しさを

知りました。人の上に立つことは本当に大変だし、

泣き出したくなったりやめたくもなります。けれど、

引き受けた以上、しっかり最後までやりとげたいと

思います。表現は、意見を出し合わなければならな

くて、一生懸命考えても先生からはＯＫが出なかっ

たり、みんなの時間が合わなすぎてもめたりと、い

ろいろありすぎて本当にごちゃごちゃでした。でも、

一回一回練習を重ねていくうち、絆が深まるのが分

かってだんだん落ち着いてきました。これからも、

いろいろ大変だけど、みんなでがんばっていきたい

です。

①今まで以上に、子どもについての興味・関心が深

まった。

②公務員の就職状況を詳しく知り、説明会に意欲的

に参加することができた。

③苦手科目（音楽の歌）を逃げずに取り組むことが

できた。

④寮生活やクラスなどで、人間関係を円滑に過ごす

ことができた。

⑤学生スタッフの仕事を通して、人に説明できる能

力が今以上に身についた。

⑥学業の他にクラブ活動に入り、積極的に取り組めた。

⑦実習を通して、先を読んで行動できるようになった。

⑧親に頼っていたことも、自己解決したり自己管理

をしたりできるようになった。

⑨聖徳祭実行委員をやって、先に立って行動してい

くことを経験した。

⑩２年生に向けて、具体的に何を頑張ればいいのか

見通しがついた。

３名の１年後期の振り返りである。最初の学生は、

初めての附属幼稚園実習を最も印象に残る体験とし

て捉えている。多くの学生が、実習体験が自らの成

長に大変役立ったと述べている。２番目の学生は、

保育表現研究発表会の班長となり、その責任の重さ、

仕事の大変さについて述べているが、苦労が報われ

た喜びを実感している。最後の学生は、１年間の振

り返りを箇条書きで 10 項目に整理して示している。

どれも本人にとって貴重な経験であり、得るものが

多かったようである。

④「クラス委員、学友会、その他の係になって・・・

クラス委員や学友会役員、さらに行事等の係として

の経験を記入してください。どのような仕事をした

短大は、高校よりも実技が多く、大変だと感じて

います。

ですが、筆記の教科は似た分野の勉強なので、ど

の授業を受けても、他の教科と重なる部分があるの

で頭の中に入りやすいです。

一番興味のある分野は心理学です。子どもの心理

を勉強し、考えていくことに興味があったので、短

大で学べてとても楽しいです。

前期は、苦手な教科を集中的にやろうとしていな

かったので、後期はしっかり取り組んでいきたいで

す。高校の時よりも、その教科の分野を深く学んで

いけるので、自分にとってもいい場所だと思います。

積極的に学んでいけるように、常に意欲を持って取

り組んでいきたいです。

２名の学生の「１年生前期の振り返り」である。

それぞれの学生が、大学での勉学の厳しさと面白さ

について語っている。教科への興味の理由も、納得

できるものである。1 年前期の振り返りとともに、

今後への意気込みも語っている。

②「１年後期を振り返って・・・１年が過ぎ、大

学生活にもすっかりなれました。実習も経験し、大

学での学びも一段と深まってきました。１年間を通

じての学習の成果を記入してください。」

前期と違い、大学生活にも慣れてきて、それと同

時に寮生活にも慣れ、気持ちに余裕を持てるように

なったかなと思いました。実習もあり、実際に保育

の現場で子どもたちにふれあい、普段の大学生活の

中では絶対に学べないことばかりで、ほんとうに勉

強になりました。子どもをただ保育するだけでなく、

子どもたちが帰ってからの先生たちの忙しさなど、

裏の仕事、行事に向けての大変さなどを知り、今ま

で知らなかったことを１年間で知ることができまし

た。

学習面では、好きな教科だとすっごいすっごいや

る気が出るが、苦手な教科だと一歩引きぎみな気が

するので、すべての教科を積極的に学ぶことは大事

だと思った。その中でも自分の興味ある分野などよ

り深めていきたいと思った。２年生になっても、パ

ワー全開でいきます。

前期より、いろいろな教科に対して理解が深まっ

たと思います。後期の印象は表現と創作です。創作
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か、どのくらいがんばったか、どのような成果をあ

げたか、自分に身についたことは何か、具体的に書

いてください。」

志賀高原で班長になりました。班長になることは、

高校時代でも何回かあったんですが、大学になって

もやる内容はわりと同じだったので、やりやすかっ

たです。ただ聖徳の内容はとても濃くて時間きっち

りに動いていかなければいけないという点が大変で

した。大人になって就職すると、私たちは子どもた

ちを引っ張っていかなければいけない立場になるの

で、予行練習になったと思います。２年生になって

からは班長という仕事はまた出会うことはあると思

うので、積極的にやっていきたいです。また他にも

係をやるようなことがあれば、進んでやってみたい

と思います。

この学生は、志賀高原研修旅行での班長体験の成

果を将来の保育者のリーダーシップへと結びつけて

いる。今後のクラス内の様々な係活動への意欲が大

いに感じられる。

⑥「附属幼稚園実習を終えて・・・実習は強力な

就職対策です。附属幼稚園実習は最初の実習です。

今回の実習であげた成果を 10 項目記入してくださ

い。」

１.幼児に対する言葉掛けができるようになった

２.報告・連絡を迅速に行うことの大切さが分かった

３.幼児の前で絵本を読んだり、ピアノを弾く度胸が

ついた

４.幼児の立場に立って物事を考えられるようになった

５.目上の人に対する言葉づかいが身についた

６.実習録の書き方を正しく理解することができた

７.先を見すえた行動ができるようになった

８.自分が何をすべきか、考えながら行動することが

できるようになった

９.何に対しても前向きで取り組むことの大切さが分

かった

10.幼児がもっと大好きになった

この学生は自分の実習体験を十分に振り返り、実

習成果を的確に文章表現している。

⑬「ボランティアを経験して・・・ボランティア

を始めた動機、具体的な活動内容、何を学んだか、

今後どのように活動していくか、記入してください。」

私は高校の時から現在にかけてボランティア活動

をしています。内容は子どもを養成していくボラン

ティアで、対象は小学校の子どもたち、養護学校の

児童などの子どもたちで、私たちボランティアの会

の人がリーダーとなり、キャンプやクリスマス会な

ど、行事を通して、子どもたちとのふれあいを大切

にしているボランティアです。私はその行事に参加

したとき、子どもたちの中心となって世話をしてい

るお姉さんにあこがれ、参加しました。このボラン

ティアは保育士を目指している自分にとって、子ど

もとふれあうことができる大切な機会だと思うので、

子どもたちのふれ合いの中で、成長過程や発達、心

情などをつかんで理解していきたいです。

ボランティアを経験した学生の振り返りである。

この学生は「保育者を目指す自分自身」にとってボ

ランティア体験の意義を確認している。
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事例 18 聖徳大学短期大学部

評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

本プログラムは、短期大学部保育科の学生が充実

した学生生活を送り、その総合的な学習成果＝学士

力を就職活動へ発展させることを支援することを目

的として、「キャリアデザインノート」導入と「キャ

リア形成４領域プログラム」開設を実施すること

で、就職率（90％以上）と早期の就職内定率を上昇

させることを到達目標とするものである。学科の特

性と本学の実情に即した、きわめて具体的かつ実現

可能な目標を設定し、プログラムを着実に実施する

体制を整備している点に特色があり、優れている。

また自己点検評価の観点の設定も適切であり、客観

的なデータ収集を行った上で評価を行っており高く

評価できる。最終的に目標とした就職率と早期就職

内定率のいずれにおいても着実に到達した様子がう

かがえ、本プログラムの高い有効性を示しているも

のと判断できる。

評  価  結  果

実  地  視  察  報  告

視察日：2012(平成24)年10月17日（水）

総　 評

本取組は、短期大学部保育科の学生が、明確なキャ

リアデザインと自信を持って就職活動に臨めるよう

にすることを企図したものであり、具体的には「キャ

リアデザインノート」の配布と「キャリア形成４領

域プログラム」の実施から構成されている。２年間

という限られた学修生活の中で「学生生活の全てが

就職に繋がる」という発想の下、入学当初より「キャ

リアデザインノート」を配布し記入させることで、

学生に折々の「自分」を見つめ直し、アイディアを

明晰化する契機を提供している。

一方、この「キャリアデザインノート」は、「キャ

リア形成４領域プログラム」の１年次（「基礎ゼミ I」

「基礎ゼミ II」）プログラムのテキストも兼ねており、

保育者として就職する際のコミュニケーションスキ

ルや常識も身に付けられるような設計がなされてい

る。

特に、殆どの学生が保育所・幼稚園に就職をして

いく本学科において、就労条件の良い（競争率の高

い）保育所・幼稚園に就職をするためには、早期に

自信を持って就職活動を開始する必要があるとの前

提で、上記のような取組を行った結果、早期の就職

内定率向上という目標に着実に到達したことが認め

られる。総じて、目的とそれに到達する計画に齟齬

がなく、実際に取組を担う保育科教員とキャリア支

援室職員が一体となって、真摯にプログラムの運営

に尽力したこともあり、極めて大きな成果を上げた

取組と認められる。

さらに、取組に対する自己点検評価についても、

４つの適切な観点を設定し、それらを評価するのに

必要なデータを学生、教員のみならず、学外からも

収集するように努めており、大変評価できる。また、

本推進プログラムの助成終了後も、この取組をベー

スに教育内容の改善を実施しており、さらに短期大

学部の他学科並びに併設の大学にも取組を拡張して
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いく意向を持っており、より汎用性の高いプログラ

ムへの発展に大いに期待が持てるものである。

個別事項

実地視察において、本取組についてヒアリングを

行った結果、以下の点が特筆できる。

（１）「キャリアデザインノート」が本学保育科教

員によって執筆編集されたオリジナルであるため

に、本学保育科の教育方針、学生の学力・気質・就

職の志向等に合致した、極めて使い勝手の良い内容

となっていること。これは、外部業者の作成する汎

用のガイドブックが、装丁は美しいものの個別の大

学の実状に合わず、結果として死蔵されることが多

い中、本取組は極めて示唆的である。

（２）「キャリア形成４領域プログラム」を正課内

の教育に位置付け、保育科全教員にコミットメント

を求めて、少人数によるきめ細かい教育を実施して

いること。また学生の「キャリアデザインノート」

の記述を基に教員が面談を行うなど、実効性を高め

るサポート体制の構築は高く評価できる。

（３）全教員で担当する「基礎ゼミI」「基礎ゼミ

II」の内容を平準化するために教員用マニュアルを

作成したり、科別会で取組の目的を共有化したりす

ることで、保育科教員が集団として学生に向き合う

体制を整えたこと。従来の大学教員の気質からすれ

ば、学部・学科教育を組織化することはなかなか難

しいとされるが、短期大学部保育科という特殊性を

考慮に入れたとしても、教員の凝集性を高めた本取

組は、一つのモデルケースとして注目に値する。

（４）キャリア支援室の密接な連携

上記のような凝集性の高い教員集団が形成され、

新しいプログラムが策定されたことによって、キャ

リア支援室職員と密接な連携をとって学生指導にあ

たることができるようになったこと。従来、連携な

く動きがちであった教員による学生教育と、大学職

員によるキャリア支援が、「キャリア形成４領域プ

ログラム」を中心に収斂して行き、一体的なサポー

トが可能になった点は評価できる。




